
（様式１）

行政手続法・行政手続条例適用の申請に対する処分に係る審査基準と標準処理期間

所管課名 園芸畜産課 整理番号 2-3

許認可等の種類 特定区画漁業権（継続又は新規）及び共同漁業権の共有請求の認可

漁業法第１４条第４項、第７項、第１０項

許認可等の概要

基準の制定根拠 ー

期間の制定根拠 ー

根拠法令条例等・
条項

特定区画漁業権の免許を受けている漁協もしくは漁連、又は共同漁業権の免許を受けて
いる漁協又は漁連に対し、別の漁協又は漁連がその漁業権を共有にせよと請求する際に
、事前に必要となる知事の認可。

審査基準
（未設定の場合は
その理由）

未設定(法令等の規定において言い尽くされているため)

　【参考】漁業法第１４条
定置漁業又は区画漁業の免許について適格性を有する者は、次の各号のいずれにも該
当しない者とする。
一　海区漁業調整委員会における投票の結果、総委員の三分の二以上によつて漁業若し
くは労働に関する法令を遵守する精神を著しく欠き、又は漁村の民主化を阻害すると認め
られた者であること。
二　海区漁業調整委員会における投票の結果、総委員の三分の二以上によつて、どんな
名目によるのであつても、前号の規定により適格性を有しない者によつて、実質上その申
請に係る漁業の経営が支配されるおそれがあると認められた者であること。
○昭和３７年１月８日付３６－４１０水産庁漁政部長「漁業権の共有について」

標準処理期間
（未設定の場合は
その理由）

未設定(過去に申請実績がないため)
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